
ワールドセーリング・ミッドイヤーミーティング 

キム アンダーセン新会長初のカウンシル会議  

示せるか 強くかつ透明性の高いガバナンスを 

           2017 年 ５月 8 日 シンガポール発 （報告 大谷 たかを カウンシル） 

 

昨年 11 月の総会で選出されたキム アンダーセン新会長の初仕事は「オリンピック選手の

男女比率 50：50」 という大きな課題であった。これに対して、当初予定していた 2 月の

臨時カウンシル会議が参加メンバーに大きな経済的な負担がかかるという反対意見が多かっ

たので、電子投票による議決を求め、その結果を引きずってのミッドイヤーミーティングと

なった。 

表の脚注にある 470 と Nacra17 がいつの間にかすり替わってしまうなど、いろいろ曲折があ

ったが、最終的の決定は下記の表のとおり。 

＊ 男女比率を 50：50 とするために男子は全面的に国枠減、女子のウインドと一人乗りが大幅に増加。その結

果もしその２種目からエントリー不足が出た場合には 470 と 49erFX にその枠を（25 を超えない範囲で）

追加割り振りをする。（これは７月の IOC との合意で確定する） 

 

 

 

 

 

 

キム アンダーセン新会長 (DEN)は元ファイアボー ル級セ

ーラー、現在はドラゴン等の現役セーラー 



 

映像による説明が重視されたカウンシル会議 

 

■主なトピック 

 

IOC のリオ 2016 オリンピックレポートによれば、今まで低迷を続けていたソーシャルメデ

ィアを含めての視聴率はロンドンに続き好調にその数字を伸ばしている。これはトラッキン

グ表示技術の大幅なアップおよびブラジル 49erFX 女子のクライマックス優勝や、癌の治療

から立ち直ったセーラー（ナクラ 17 金メダル）の大活躍にかかっていた。非常に残念だっ

たのは、強風の湾外レースでの超ダイナミックなセーリング見せた 470 級のレースがメデ

ィアの力不足で映像を配信できなかったことである。2020 年に向けてさらなる向上（レー

スフォーマットを含み）が求められている。トラッキング映像、各選手のレガッタ成績に基

づいた得意不得意等の情報の配信に大きな力を発揮してくれる SAP 社（世界的アプリ/ソフ

トウエアー/基幹系情報システム総合企業）と WS がスポンサー契約を結んだことが、今後

のセーリングスポーツのプレゼン方法の大幅な向上に結びついてくれることを期待したい。

トラッキングシステム説明資料(下記)。

https://www.sap.com/corporate/en/assetdetail/2015/11/be2e489b-997c-0010-82c7-

eda71af511fa.html 

 

■リサーチ会社を使って２つの調査が行われた。 

1 つは各クラス協会からデータを集めたデータや視聴率をベースに PWC 社がまとめたアジ

ェンダ 2020 に対する調査レポート。次ページの参考データは対メディアのクラス別価値お

よび世界的普及度のランキング。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この結果に見られように 470 級の普及度/認知度は極端に低い。2014 年に向けて 470 級を

男子および女子それぞれの独立種目として残すべく力強いキャンペーンが必要‼ 

 

■意見意識調査 

もう１つは TSC 社を使って行われた各 MNA の WS およびセーリングに対する意見意識調

査。この結果を使って WS の今後の方針を決定していくための材料とする。来年も同様の調

査予定。下記は 31 の質問のうちの一つ「セーリングのポテンシャルを伸ばすために WS が

取り組むべきエージグループの重要度は？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他 

1．緊急サブミッション決議 

a) アスリートコミッションの空席に対する選考方法のクリアー化 

b) アスリートコミッションからイベンツ、エクイップメント、オリンピッククラス、

レースオフィシャル、レーシングルール委員会/サブコミッティーへの参加           

c) 「disabled Sailing Para world sailing」 から 「パラリンピックセーリングへの表記変

更」 

 

２．イスラエルの土壇場での開催断念で、急きょ代替え候補地を求めていたユースワールド

は中国海南島のサンヤで 60 カ国、400 人以上の大会を 2017 年 12 月 9～16 日の日程で開

催することとなった。 

 

3.2017 パラ(障がい者)セーリング世界選手権キール大会は各方面のパラリンピック復帰へ

の熱い思いがかなって 40 カ国のエントリーを期待している。今回のワールドでの参加国数

がパラリンピック復帰への最も重要な要素となるのでさらなるエントリー増が望まれる。 

今回からハンザ 303 一人乗りが種目として入り、日本からのエントリーの準備も進んでい

る。花形の 2.4ｍにも３回目のチャレンジとなる丹羽巧選手の出場が望まれている。 

 



4. 2020TOKYO への準備は順調に進んでいるとの WS イベント部長のレポートであった

が、多くの国々から艇の搬入(今年から)についての質問が多くあった。どの国も初めての国

に艇を送るのに戸惑っており、JSAF の WEB http://roadto2020.tokyo/ を紹介した。  

 

５．WS が IOC に開催を求めているショウケースイベント（カイト、オフショア）について

は 2、3 か月の間に IOC との詰め、年末には IOC/OBS との調整が予定されている。 

 

当初は予定していなかった 2017 ミッドイヤーミーティングはシンガポールが短い期間で開

催を引き受けてくれてこぎつけたもの。シンガポールセーリング連盟のきめ細かい準備を

WS は大きく評価した。多くの人たちがＴＯＫＹＯはいつか？ と聞いてくるので困った！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WS 名誉会長キングコスタンチンから謝礼の言葉を受けるシンガポールセーリング連盟会長のドクターベンタ

ン。レセプション会場は会議場に連接する高層ビルの 70 階にある夜景が名所のレストラン 

http://roadto2020.tokyo/

